大阪市中央卸売市場
施設管理システム再構築
情報提供依頼（RFI）実施要領

	文書区分
	情報提供依頼書（Request for Information）

	対象
	次期施設管理システム

	対象市場
	本場・東部市場

	発行者
	大阪市中央卸売市場総務課

	発行日
	令和８年10月16日（金曜日）

	回答期限
	令和８年12月４日（金曜日）

	回答先
	大阪市中央卸売市場総務課
メール：gd0001@city.osaka.lg.jp





1. 情報提供依頼の趣旨
大阪市中央卸売市場では、現行の施設管理システムの老朽化、OSサポート終了、業務実態とシステム機能の乖離等を踏まえ、次期施設管理システムの再構築を検討しています。
本RFIは、今後の調達仕様、実現方式、予定価格、構築・移行・運用保守条件を具体化するため、民間事業者が有する製品・サービス、技術、導入実績、費用等の情報を収集することを目的として実施するものです。
2. 背景・現行課題
・現行システムは導入から約25年が経過しており、保守性・継続利用性の確保が課題となっています。
・施設使用者、施設許可、保証金、施設使用料、売上高割使用料、維持料、工作物承認、図面管理等の情報がシステム、Excel、紙、Word等に分散しています。
・同一情報の再入力、Excelによる料金計算・明細作成、帳票補正が発生し、作業負荷や転記誤りのリスクがあります。
・現行の施設管理システムでは、図面管理機能の停止により、図面、空き区画、使用者情報を別管理しており、位置・使用状況確認に手間を要しています。
3. 対象業務
	No.
	業務領域
	概要

	1
	施設使用者管理
	卸売業者、仲卸業者、関連事業者、行政財産目的外使用者等の基本情報を一元管理する。

	2
	施設使用許可
	新規許可、変更、返還、一括更新、許可状態管理、帳票作成を行う。

	3
	保証金管理
	納入・還付の記録、改定、条件判定、台帳、修正、会計連携（外部連携）を行う。

	4
	施設使用料管理
	月次料金計算、日割計算、調定、修正、過去照会、会計連携（外部連携）を行う。

	5
	工作物承認
	申請、承認、台帳、共用部・複数区画管理、検索を行う。

	6
	売上高割使用料管理
	月間売上入力、税率・数量計算、調定、過去照会、会計連携（外部連携）を行う。

	7
	維持料管理
	検針値取込、使用量変更、料金計算、調定、メータ管理、過去照会、会計連携（外部連携）を行う。

	8
	図面管理
	区画の追加・変更、使用状況・空き状況の可視化、印刷を行う。

	9
	マスタ管理
	支払区分、税率、保証金算出条件、既存マスタ等を履歴付きで管理する。

	10
	統計・照会
	決算見込み、統計、各料金の過去照会、Excel出力等を行う。


4. 次期システムの基本方針（現時点）
	No.
	方針
	概要

	1
	データ一元化
	施設使用者、施設、区画、許可等の基礎情報を共通データとして管理し、各業務が同一データを参照する構成とする。

	2
	クラウド・Web利用
	クラウドサービスを利用した再構築を基本とし、大阪市庁内ネットワークからWebブラウザで利用する構成を基本とする。
また、クラウド利用について特に指定が無い場合、「大阪市共通クラウド
（Microsoft Azure）」への構築が可能であるか、併せて検討する。

	3
	ローコード等の活用
	開発・保守コスト抑制の観点からノーコード／ローコードによる構築を基本候補とし、適用困難な領域は個別開発を検討する。

	4
	ファイル連携
	外部システム連携は現行運用との整合を踏まえ、原則ファイル連携を基本とする。

	5
	段階的電子化
	紙申請が残る業務を許容しつつ、帳票・台帳・一覧の電子化、検索性・履歴性向上を優先する。

	6
	保守性重視
	税率、単価、料率、更新周期等を可能な範囲でマスタ・設定化し、将来の制度変更に対応しやすい構成とする。

	7
	想定システム利用者数
	本場　　：９名
東部市場：６名

	8
	調達範囲
	「別添１：システム全体図」のとおり

	9
	予定スケジュール
	開発期間：契約締結日から最大14か月
運用保守期間：本稼働から５年間


5. 情報提供にあたって提示する資料
	No.
	資料名
	説明

	1
	別添１：システム全体図
	現行の施設管理システム全体図

	2
	別添２－１：要件定義書（概要）
	施設管理システム要件の概要。

	3
	別添２－２：要件定義書
	業務領域ごとの機能要件及び非機能要件

	4
	別添３：大阪市共通クラウド利用の手引き
	大阪市共通クラウドの基本内容

	5
	参考１～８：現行出力帳票ひな形
	現行機能における主な出力帳票のひな形

	6
	参考９：用語集
	大阪市中央卸売市場での用語集





6. 情報提供を求める事項
6.1 提案概要・実現方式
・提案する実現方式（ノーコード／ローコード、パッケージ、スクラッチ、ハイブリッド等）と選定理由
・採用する製品・サービス、PaaS／SaaS、データベース、帳票製品、外部サービス、ミドルウェア等の構成
・クラウド／オンプレミス区分、データ保管場所、ネットワーク構成の考え方
・クラウド利用の場合、大阪市共通クラウド（Microsoft Azure）への構築可否
・想定利用者数・データ量を踏まえたライセンス体系と拡張時の考え方
・提案方式のメリット、制約、前提条件、将来のサービス終了・価格改定等への対応方針
6.2 機能適合性
別紙１「機能適合性回答表」の各項目について、次の区分により回答してください。実現方法、利用製品、制約、追加費用、保守方法を併記してください。
	区分
	定義

	A
	製品標準機能で対応

	B
	ノーコード／ローコード設定で対応

	C
	独自プログラム・部品等が必要

	D
	別製品・プラグイン等が必要

	E
	対応不可または実現困難


6.3 ノーコード／ローコード適用範囲・個別開発
１１．回答様式「11.2　個別開発・拡張開発回答表」の各項目について、回答してください。
・個別開発が必要となる機能と、その理由
・個別開発に使用する言語・フレームワーク・ライブラリ・プラグイン
・標準製品のバージョンアップ時に個別開発部分が受ける影響と検証方法
・ソースコード、設計書、設定情報の納品可否、および他社による保守・改修の可否
6.4 データ移行・切替
別紙３「データ移行・非機能・運用保守回答表」の「１．データ移行」各項目について、回答してください。
6.5 非機能要件・セキュリティ・運用・保守
別紙３「データ移行・非機能・運用保守回答表」の「２．非機能・運用保守」各項目について、回答して
ください。


6.6 導入スケジュール・体制
任意様式で回答してください。
・契約から本稼働までの標準的なスケジュール案の提案
・要件定義、設計、構築、試験、移行リハーサル、操作研修、並行運用、本稼働の期間
　及び各工程で実施する打合せの想定回数
・必要な大阪市側の作業・要員・意思決定事項
・提案事業者側のプロジェクト体制、主要役割、類似経験を有する要員の配置方針
6.7 費用・TCO
別紙２「構成・ライセンス・費用回答表」の各項目について、回答してください。
初期費用のみではなく、少なくとも５年間および10年間の総保有コスト（TCO）が比較可能となる形で情報提供してください。
利用者数の増加に伴う費用影響を確認するため、現状規模（４．次期システムの基本方針（現時点）の№7参照）に加え、30名・50名利用時の年間ライセンス・運用費の参考額も提示してください。
構築方法として、SaaS、大阪市共通クラウド（Microsoft Azure）への構築どちらも対応ができる場合は、それぞれの見積書を提出してください。

＜大阪市共通クラウドへ構築する場合＞
以下の料金計算ツールを使用して本番環境及び保守環境に掛かる費用を計算し、計算結果をレポート出力して提出してください。
なお、サーバについてはOS込みの単価でかつ３年リザーブドインスタンスの割引が適用できるものについては適用した単価で積算し、１日の稼働時間が半分以下で可能なサーバは従量課金を選択してください。（最も安くなるものを選ぶこと。）
　計算ツール：料金計算ツール | Microsoft Azure
6.8 導入実績
１１．回答様式「11.3　導入実績回答表」の各項目について、回答してください。
・自治体・公共機関向け業務システムの導入実績
・施設管理、料金計算・請求、会計連携、図面管理等を含む類似実績
・ノーコード／ローコードによる中長期運用実績
・案件名を開示できない場合は、顧客種別、利用者規模、機能概要、構築方式、運用年数等を記載


6.9 課題・リスク・代替提案
１１．回答様式「11.4　課題・代替提案回答表」の各項目について、回答してください。
・実現困難または高コストとなる要件と、その理由
・要件を見直すことで大幅なコスト削減・保守性向上が見込める事項
・製品標準機能へ寄せるために必要な業務変更
・将来の制度変更や製品変更を考慮したリスクと対策

7. 参加申請・回答方法
	項目
	内容

	参加申請
	「参加申請様式１　参加申込書」及び「参加申請様式３　秘密保持誓約書」を記入・添付のうえ、申請してください。

	回答様式
	本書末尾の回答様式を基本として回答してください。補足資料、製品カタログ、構成図等の添付は任意とします。

	回答形式
	Microsoft Word、Excel、PowerPointまたはPDF等の電子データとします。

	提出期限
	【参加申請】
令和８年11月２日（月曜日）
【回答】
令和８年年12月４日（金曜日）
※提出が遅れる場合は、提出先担当者まで相談してください。

	提出先
	大阪市中央卸売市場総務課（担当：川村・伊藤）
宛先：gd0001@city.osaka.lg.jp

【参加申請】
件名：【RFI参加申請】大阪市中央卸売市場施設管理システム再構築に係る情報提供依頼（貴社名）
※本文に担当者名、担当者連絡先等を記載してください。
【回答】
件名：【RFI回答】大阪市中央卸売市場施設管理システム再構築に係る情報提供依頼（貴社名）
※送付いただく資料の合計容量が大きい場合（10MB以上）は、事前に提出先担当者まで相談してください。

	費用
	本RFIへの回答に要する費用は回答者の負担とします。

	取扱い
	本RFIにより取得した情報は、次期システムの要件・調達条件・予定価格等の検討に利用します。





8. 情報提供にかかる質問
	項目
	内容

	質問様式
	本書末尾の「様式１ 質問票」に記載の上、提出してください。

	提出期限
	令和８年年11月２日（月曜日）午後5時30分

	提出先
	大阪市中央卸売市場総務課（担当：川村・伊藤）
宛先：gd0001@city.osaka.lg.jp
件名：【RFI質問】大阪市中央卸売市場施設管理システム再構築に係る情報提供依頼（貴社名）

	質問回答
	個別事業者あて随時回答する。

	質問公開
	令和８年11月16日（月曜日）（予定）にホームページへ公開する。
※本RFIにて公開している情報及び資料に関連するご質問及び回答のみ

	その他
	ホームページに公開していない配布資料に関するご質問については、「参加申請様式１　参加申込書」及び「参加申請様式３　秘密保持誓約書」の提出があった事業者に対してのみ回答します。


9．担当
〒553-0005
大阪市福島区野田1-1-86　大阪市中央卸売市場本場業務管理棟15階
大阪市中央卸売市場総務課（gd0001@city.osaka.lg.jp）

10．留意事項
1. 回答内容及び提供いただいた資料等は、次期の施設管理システムの仕様、契約のスケジュール等を
検討する際に参考にするものであり、これによって将来の調達を約束するものではありません。
2. 本情報提供依頼は、今後の調達の実施を確約したり、参加者に特別の地位を約束したりするもので
はありません。また、本件を辞退した場合でも、不利な取扱いを行うことはありません。
3. 回答内容及び提供いただいた資料等は、本目的以外には使用しません。
4. 回答内容及び提供いただいた資料等は、情報提供者に断りなく、第三者に提供することはありません。
5. 提出いただいた資料は返却しませんので、予めご了承ください。
6. 情報の提供に要する一切の費用は、情報提供者の負担とします。


11．回答様式
11.1 会社・提案概要
	項目
	回答

	会社名
	

	所在地
	

	担当部署
	

	担当者
	

	電話番号
	

	メールアドレス
	

	提案方式及び選定理由
	

	選定方式の制約、前提条件、将来のサービス終了・価格改定等への対応方針
	

	クラウド／オンプレミス区分
	

	採用する製品・サービス
	

	提案概要（300～500字程度）
	



11.2 個別開発・拡張開発回答表
	No.
	対象機能
	必要理由
	方式／言語
	製品更新影響
	ソースコード、設計書、設定情報の納品可否
	他社保守可否
	概算費用・保守

	1
	
	
	
	
	
	
	

	2
	
	
	
	
	
	
	

	3
	
	
	
	
	
	
	

	4
	
	
	
	
	
	
	

	5
	
	
	
	
	
	
	

	6
	
	
	
	
	
	
	

	7
	
	
	
	
	
	
	

	8
	
	
	
	
	
	
	


11.3 導入実績回答表
	No.
	顧客種別
	案件・システム概要
	構築方式
	利用者規模
	運用年数
	本案件との類似点

	1
	
	
	
	
	
	

	2
	
	
	
	
	
	

	3
	
	
	
	
	
	

	4
	
	
	
	
	
	

	5
	
	
	
	
	
	



11.4 課題・代替提案回答表
	No.
	対象要件
	課題・リスク
	代替案／推奨案
	費用・保守への効果

	1
	
	
	
	

	2
	
	
	
	

	3
	
	
	
	

	4
	
	
	
	

	5
	
	
	
	




別紙1 機能適合性回答表
回答区分は「A：標準」「B：設定」「C：個別開発」「D：外部製品」「E：対応不可」から選択し、必要に応じて備考欄に実現方法、前提、制約、追加費用等を記載してください。
	No.
	分類
	機能・要件
	回答区分
	実現方法／製品
	制約・追加費用等

	1
	共通
	施設使用者、施設、区画、許可、料金、保証金、工作物、メータ等を共通キーで関連付けて一元管理できること。
	
	
	

	2
	共通
	使用者種別に応じて入力項目を表示・非表示できること。
	
	
	

	3
	共通
	支払区分等を有効開始日・終了日を持つ履歴情報として管理できること。
	
	
	

	4
	共通
	仮登録、決裁中、本登録、保証金確認、公印処理、会計連携済み等の状態を管理できること。
	
	
	

	5
	共通
	未処理、期限超過、更新漏れ、連携未完了等をダッシュボード／アラートで把握できること。
	
	
	

	6
	施設使用許可
	新規許可、変更、返還、更新を管理できること。
	
	
	

	7
	施設使用許可
	業種・組合等の単位で一括更新し、一括仮登録・本登録ができること。
	
	
	

	8
	施設使用許可
	一括更新前に期間切れ、仮登録残、対象漏れ候補をチェックできること。
	
	
	

	9
	施設使用許可
	同一区画の複数使用者、一部使用、許可面積・実使用面積を管理できること。
	
	
	

	10
	施設使用許可
	現行11桁使用者番号体系・末尾自動採番
	
	
	

	11
	保証金
	保証金の納入、還付、改定、修正について台帳管理ができること。
	
	
	

	12
	保証金
	施設異動と連動して必要保証金額を算出できること。
	
	
	

	13
	保証金
	条例改正前の旧条件適用者を履歴マスタ等で管理・計算できること。
	
	
	

	14
	保証金
	権限を限定した金額修正と修正履歴管理ができること。
	
	
	

	15
	施設使用料
	施設使用状況から月次料金計算、調定、内訳・明細作成ができること。
	
	
	

	16
	施設使用料
	月途中の使用開始・返還等の日割計算に対応できること。
	
	
	

	17
	施設使用料
	月次計算後の当月差分を追加計算し、当月請求として処理できること。
	
	
	

	18
	施設使用料
	権限管理の下で料金修正し、変更理由・履歴を保持できること。
	
	
	

	19
	売上高割使用料
	税抜・税込売上額を入力・保持し、税抜額を基礎に売上高割使用料を計算できること。
	
	
	

	20
	売上高割使用料
	税率、料率、軽減税率等を有効期間付きマスタで管理できること。
	
	
	

	21
	売上高割使用料
	数量計算ロジック、係数等をマスタ化できること。
	
	
	

	22
	売上高割使用料
	決議書、内訳書、明細書等をExcel等で出力できること。
	
	
	

	23
	維持料
	電気・水道の検針データをファイル取込できること。
	
	
	

	24
	維持料
	直読メータ等の使用量を手入力・補正できること。
	
	
	

	25
	維持料
	架空メータ、合算、控除、係数、按分率、負数等の計算に対応できること。
	
	
	

	26
	維持料
	料金計算後の数量・金額修正と再計算ができること。
	
	
	

	27
	維持料
	未使用区画等に料金が発生した場合に警告／エラー制御できること。
	
	
	

	28
	工作物
	工作物申請、承認、台帳、検査結果等を管理できること。
	
	
	

	29
	工作物
	共用部工作物を区画に依存せず登録できること。
	
	
	

	30
	工作物
	1つの工作物を複数区画に紐付けられること。
	
	
	

	31
	工作物
	工作物名称等の部分一致検索ができること。
	
	
	

	32
	図面管理
	Webブラウザ上の簡易フロアマップで区画、使用者、空き状況、面積等を表示できること。
	
	
	

	33
	図面管理
	区画追加、移動、サイズ変更、削除等を担当者が保守できること。
	
	
	

	34
	図面管理
	使用許可等の登録結果を図面上の使用状態に反映できること。
	
	
	

	35
	図面管理
	図面・区画情報を印刷／出力できること。
	
	
	

	36
	検索・帳票
	使用者、施設、区画、許可、料金、工作物等を複数条件で検索できること。
	
	
	

	37
	検索・帳票
	過去データを画面照会し、Excel出力できること。
	
	
	

	38
	検索・帳票
	帳票様式変更を設定または容易な改修で行えること。
	
	
	

	39
	検索・帳票
	多数のExcel帳票を運用した場合の性能・保守性を確保できること。
	
	
	

	40
	会計連携
	連携済み管理、再出力制御、二重計上を防止できること。
	
	
	

	41
	会計連携
	準公営企業財務会計システム向けファイルを作成できること。
	
	
	

	42
	監査・履歴
	更新者、更新日時、変更前後値、変更理由等を履歴として保持できること。
	
	
	

	43
	マスタ
	税率、単価、料率、端数、保証金条件等を有効期間付きで変更できること。
	
	
	

	44
	添付
	紙申請等をスキャンしたPDF等を関連データに添付できること。
	
	
	

	45
	権限
	業務・市場・担当者等に応じて閲覧／更新権限を設定できること。
	
	
	




別紙2 構成・ライセンス・費用回答表
1. システム構成
	構成要素
	製品・サービス名
	提供者／契約形態
	備考

	ノーコード／ローコード基盤
	
	
	

	データベース
	
	
	

	ワークフロー
	
	
	

	帳票
	
	
	

	図面表示・編集
	
	
	

	ファイル連携
	
	
	

	認証
	
	
	

	バックアップ
	
	
	

	監視・ログ
	
	
	

	その他
	
	
	



2. ライセンス・利用者数別費用
	項目
	現状規模
	30名
	50名
	備考

	月額ライセンス
	
	
	
	

	年額ライセンス
	
	
	
	

	クラウド利用料
（大阪市共通クラウド以外）
	
	
	
	

	クラウド利用料
（大阪市共通クラウド）
	
	
	
	

	年間運用保守
	
	
	
	

	その他年間固定費
	
	
	
	



3. TCO
	期間
	初期費用
	期間中ランニング費
	総額

	1年
	
	
	

	5年
	
	
	

	10年
	
	
	


4. 標準作業単価・変更費用
	変更内容
	参考費用／単価
	標準リードタイム

	画面項目追加・変更
	
	

	一覧・検索条件追加
	
	

	帳票1本追加・変更
	
	

	マスタ項目追加
	
	

	料金計算ロジック変更
	
	

	外部連携レイアウト変更
	
	

	制度改正対応
	
	

	その他
	
	




別紙3 データ移行・非機能・運用保守回答表
1. データ移行
	項目
	確認内容
	回答

	移行対象
	現行DBマスタ・稼働データ・過去履歴・会計連携履歴・Excel台帳・図面等への対応
	

	移行期間
	推奨する過去データ移行期間と、移行しない過去データの参照方法
	

	クレンジング
	重複・欠損・不整合・コード変換等への対応
	

	リハーサル
	推奨回数と検証方法
	

	照合
	件数・金額・主要帳票等の照合方法
	

	並行運用
	必要性、推奨期間、現新比較方法
	

	切替判定
	Go／No-Go判定基準
	

	旧システム
	本稼働後の参照・停止・データ保管方法
	



2. 非機能・運用保守
	項目
	確認内容
	回答

	利用環境
	大阪市庁内ネットワークからWebブラウザで利用する場合の構成、対応ブラウザ、クライアント要件
	

	可用性
	サービス提供時間、計画停止、障害時の復旧方針、RTO／RPOの提案
	

	性能
	通常画面、検索、Excel出力、月次一括処理、300件程度の一括更新等を踏まえた性能目標
	

	バックアップ
	DBを含むバックアップ方式、取得頻度、世代管理、復元試験、暗号化／アクセス制御
	

	ログ
	操作ログ、処理ログ、アプリケーションログ等の取得・保管・検索・監査方法
	

	認証・権限
	認証方式、管理者権限
	

	セキュリティ
	通信・保存時暗号化、脆弱性対策、マルウェア対策、クラウド事業者の認証・監査
	

	アップデート
	製品・基盤更新の検証・適用方針
	

	サービス継続
	製品終了、料金改定の対応
	

	障害対応
	受付、一次回答、復旧、エスカレーション
	

	問い合わせ
	利用者サポート、FAQ、教育
	

	保守引継ぎ
	他社引継ぎ、成果物、ソース／設定情報
	

	契約終了
	データ返却、消去証明、移行支援
	


以上


様式1
質 問 票
	案件名
	大阪市中央卸売市場 施設管理システム再構築


【質問者情報】
	法人名・団体名
	
	所属・担当者名
	

	電話番号
	
	E-mail
	


【質問事項】
	No.
	資料名
	頁
	項目番号
	質問内容

	1
	
	
	
	

	2
	
	
	
	

	3
	
	
	
	

	4
	
	
	
	

	5
	
	
	
	

	6
	
	
	
	


※ 質問箇所が特定できるよう、資料名、頁、項目番号を記載してください。
※ 質問が6件を超える場合は、本様式を複製して使用してください。

